
令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地理歴史 科目 歴史総合 単位数 2 学年 1 指導クラス １～８組

教科書（出版社） 詳述 歴史総合

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第１編 近代化と私たち ○ ○

○ ○

第１章 近代化への胎動

○ ○

5 第２章 欧米の市民革命と国民国家の形成 ○ ○

  ○ ○

◎１学期中間考査

5 ○

第２章 欧米の市民革命と国民国家の形成 ○ ○ ○

6

第３章 アジアの変容と日本の近代化 ○ ○

○ ○  

◎１学期期末考査

2 9

第３章 アジアの変容と日本の近代化 ○ ○  

10 第４章 帝国主義の時代 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

第４章 帝国主義の時代 ○ ○ ○

第２編 国際秩序の変化や大衆化と私たち ○ ○

第５章 第一次世界大戦と大衆社会 ○ ○

第６章 経済危機と第二次世界大戦 ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 第６章 経済危機と第二次世界大戦 ○   ○

第３編 グローバル化と私たち ○ ○ ○

第７章 冷戦と脱植民地化 ○ ○

第８章 多極化する世界 ○ ○

第９章 グローバル化と現代世界 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 定期考査、単元テスト、レポート等提出物を総合的に判断する。

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 科目 単位数 学年 1 指導クラス
教科書（出版社） 詳述公共（実教出版）
副教材 2026ズームアップ公共資料

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主
1 4 第１編 公共の扉

第１章 社会を作る私たち ○ ○

第２章 人間としてよく生きる ○ ○ ○

5 第３章 民主社会の原理 ○ ○

◎１学期中間考査
5 第１編 公共の扉

第４章 民主国家における基本原理 ○ ○

6 第２編 よりよい社会の形成に参加する私たち
第１章 日本国憲法の基本的性格 ○ ○

第２章 日本の政治機構と政治参加 ○ ○ ○

◎１学期期末考査
2 9 第２編 よりよい社会の形成に参加する私たち

第３章 現代の経済社会 ○ ○

第４章 経済活動のあり方と国民福祉 ○ ○ ○

◎２学期中間考査
第２編 よりよい社会の形成に参加する私たち

10 第５章 国際政治の動向と課題 ○ ○ ○

11 第６章 国際経済の動向と課題 ○ ○

◎２学期期末考査
3 1 第２編 よりよい社会の形成に参加する私たち

第６章 国際経済の動向と課題 ○ ○

2 第３編 持続可能な社会づくりの主体となる私たち ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査
・提出物（ノート、プリント）
・主体的活動（レポートなど）
・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他 ・小論文や面接、時事問題対策として授業内でニュースや新聞記事を積極的に紹介する
・時事問題対策として、当初計画とは異なる授業進行をする可能性がある
・授業内に適宜探究活動を取り入れる

※主に用いる評価の観点
 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度
※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

地歴公民 公共 2 １～８組



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 科目 単位数 学年 2 指導クラス
教科書（出版社） 高校生の地理総合（帝国書院）
副教材 新詳地理資料 COMPLETE 2026、新詳高等地図

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主
1 １部１章 地図や地理情報システムと現代世界

１節 地球儀と地図 ○ ○
２節 地図と地理情報システム ○ ○

１部２章 結びつきを深める現代世界
１節 現代世界の国家と領域 ○ ○
２節 地図から見る国内や国家間の結び付き ○ ○ ○

◎１学期中間考査
２部１章 生活文化の多様性と国際理解

１節 世界の地形と人々の生活 ○   ○
２節 世界の気候と人々の生活 ○ ○ ○
３節 世界の産業と人々の生活   ○ ○
４節 世界の宗教・民族・言語と人々の生活   ○ ○

   
◎１学期期末考査

2 ５節 多様な生活文化と地理的環境 各国や地域の事例をもとに学習・考察する。 ○ ○ ○

◎２学期中間考査
２部２章 地球的課題と国際協力

１節 人口問題 ○ ○ ○
２節 食料問題 ○ ○ ○
３節 都市・居住問題 ○ ○ ○
４節 感染症・衛生問題 ○ ○ ○
５節 資源・エネルギー問題 ○ ○ ○

◎２学期期末考査
3 ３部１章 持続可能な地域づくりと私たち

１節 日本の自然環境 ○ ○
２節 自身・津波や火山活動による災害と防災 ○ ○ ○
３節 気象災害と防災 ○ ○
４節 自然災害への備え ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法
・定期考査  ・課題テスト   ・小テスト   ・提出物   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点
 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度
※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

地理歴史 地理総合 2 １～８組



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地理歴史 科目 日本史探究 単位数 2 学年 2 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 日本史探究（清水書院）

副教材 新詳日本史（浜島書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第１編 原始・古代の日本と東アジア ○ ○

１章 黎明期の日本列島と歴史的環境

～

２章 歴史資料と原始・古代の展望 ○ ○

5

３章１節 古代の国家・社会の展開と画期   ○ ○

◎１学期中間考査

5

～ ３章１~２節 古代の国家・社会の展開と画期 ○ ○

6

◎１学期期末考査

2 9

～ ３章１~２節 古代の国家・社会の展開と画期 ○ ○ ○

10

◎２学期中間考査

10 第２編 中世の日本と世界 ○ ○ ○

１章 中世への転換と歴史的環境 ○ ○

２章 歴史資料と中世の展望 ○ ○

第２編 中世の日本と世界

１章 中世への転換と歴史的環境

12 ◎２学期期末考査

3 1 １章 中世への転換と歴史的環境

○ ○ ○

２章 歴史資料と中世の展望 ○ ○ ○

３章 中世の国家・社会の展開と画期

◎学年末考査

評価の方法 定期考査、提出物等を踏まえて、総合的に判断する。

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

～



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地理歴史 科目 世界史探究 単位数 2 学年 2 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 新詳 世界史探究（帝国書院）

副教材 最新世界史図説タペストリー

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 １部１章 地球環境からみる人類の歴史 ○ ○

２部序章 古代文明の歴史的特質 ○ ○

２部１章 東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質

１節 中華文明の形成 ○ ○

5 ２節 秦漢帝国と東アジア ○ ○

３節 中央ユーラシアと遊牧国家   ○ ○

◎１学期中間考査

5 ４節 遊牧帝国の興亡と移動 ○

５節 ユーラシアの変動と東アジア ○ ○ ○

6 ２部２章 南アジアと東南アジアの歴史的特質

１節 南アジアの文明と国家形成 ○ ○

２節 東南アジアの社会と国家形成 ○ ○  

◎１学期期末考査

2 9 ２部３章 西アジアと地中海周辺の歴史的特質

１節 オリエント文明の興亡 ○ ○ ○

10 ２節 地中海周辺の国家形成 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

３節 地中海周辺と西アジアの帝国 ○ ○ ○

４節 ヨーロッパへ広がるキリスト教 ○ ○

５節 イスラームの誕生 ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 ３部１章 ユーラシア大交流圏の成立

１節 イスラーム世界の拡大 ○ ○ ○

２節 ヨーロッパ封建社会の展開 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査  ・課題テスト   ・小テスト   ・提出物   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地歴公民 科目 政治・経済 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 政治・経済（東京書籍）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第１編 現代日本の政治と経済

第１章 現代日本の政治

第１節 民主政治の基本原理 ○ ○

第２節 日本国憲法の基本原理 ○ ○

5 第３節 日本の政治機構 ○ ○ ○

◎１学期中間考査

5 第１編 現代日本の政治と経済

第１章 現代日本の政治

第４節 現代政治の特質と課題 ○ ○ ○

6 第２章 現代日本の経済

第１節 現代の資本主義経済 ○ ○

第２節 現代経済のしくみ ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 第１編 現代日本の政治と経済

第２章 現代日本の経済

第３節 日本経済の発展と現状 ○ ○ ○

10 第４節 福祉社会と日本経済の課題 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

10 第２編 グローバル化する国際社会

第１章 現代の国際政治

第１節 国際政治のしくみ ○ ○

11 第２節 複雑化する国際政治と日本 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 第２編 グローバル化する国際社会

第２章 現代の国政経済

第１節 国民経済と国際経済 ○ ○

第２節 世界経済の現状と課題 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査

・提出物（ノート、プリント）

・主体的活動（レポートなど）

・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他 ・小論文や面接、時事問題対策として授業内でニュースや新聞記事を積極的に紹介する

・時事問題対策として、当初計画とは異なる授業進行をする可能性がある

・授業内に適宜探究活動を取り入れる

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地歴公民 科目 倫理 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 詳述倫理（実教出版）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 １ 青年期の特徴と課題

第１章 自己形成と自己の生き方 ○ ○ ○

◎１学期中間考査

5 ２ 源流思想

第２章 人間としてのあり方生き方 ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 ２ 源流思想

第３章 社会・世界と人間としてのあり方生き方 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

10 ３ 日本思想

第４章 国際社会に生きる日本人としての自覚 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 ４ 現代社会の諸課題 諸課題のなかからいくつか選択して学習する

第５章 自然や科学にかかわる諸課題 ○ ○

第６章 社会と文化にかかわる諸課題 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査

・提出物（ノート、プリント）

・主体的活動（レポートなど）

・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他 ・小論文や面接、時事問題対策として授業内でニュースや新聞記事を積極的に紹介する

・時事問題対策として、当初計画とは異なる授業進行をする可能性がある

・授業内に適宜探究活動を取り入れる

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 科目 単位数 学年 ３ 指導クラス
教科書（出版社） 日本史探究（清水書院）
副教材 新詳日本史（浜島書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主
1 4 第２編 中世の日本と世界

３章 中世の国家・社会の展開と画期 ○ ○
～

第３編 近世の日本と世界
5 １章 近世への転換と歴史的環境 ○ ○

２章 歴史資料と近世の展望 ○ ○
◎１学期中間考査

３章 近世の国家・社会の展開と画期 ○ ○
5
～ 第４章 近現代の地域・日本と世界
6 １章 近代への転換と歴史的環境 ○ ○

２章 歴史資料と近代の展望 ○ ○
◎１学期期末考査

2 9 ３章 近現代の地域・日本と世界の画期と構造
～ １節 近代国家の形成 ○ ○
10

◎２学期中間考査
10 ２節 政党政治と大衆社会 ○ ○

３節 第二次世界大戦と日本の社会 ○ ○

４節 現代の日本と世界 ○ ○
12 ◎２学期期末考査

3 1 ４章 近現代の歴史の画期 ○ ○

５章 現代の日本の課題の探究 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査  ・課題テスト   ・小テスト   ・提出物   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点
 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度
※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

地理歴史 日本史探究 ３ 文系選択者

～



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地歴公民 科目 世界史探究 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 新詳 世界史探究（帝国書院）

副教材 最新世界史図説タペストリー

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 ３部１章 ユーラシア大交流圏の成立

３節 東アジア諸地域の成⾧と自立 ○ ○

４節 ユーラシア大帝国の出現 ○ ○ ○

5 ３部２章 アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出 

１節 明の国際秩序と東・東南アジア ○ ○ ○

２節 世界帝国清とアジア諸国の成熟 ○ ○

◎１学期中間考査

5 ３節 スペインとポルトガルの進出 ○ ○ ○

４節 イスラーム世界の拡大 ○ ○

6 ３部３章 主権国家体制の成立と交易の拡大

１節 ルネサンスと宗教改革 ○ ○ ○

２節 主権国家の形成と「１７世紀の危機」 ○ ○

7 ３節 東欧諸国の台頭とヨーロッパ文化の成熟 ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 ４節 イギリスとフランスの覇権争いと大西洋三角貿易 ○ ○ ○

４部１章 環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生

１節 世界で最初の工業化 ○ ○ ○

２節アメリカの独立 ○ ○

３節フランス革命と国民国家の誕生 ○ ○ ○

４節ラテンアメリカへの革命の波及 ○ ○

10 ４部２章 イギリスの覇権と欧米の国民国家建設

１節 イギリスの覇権と自由主義 ○ ○

２節 ヨーロッパに広がる国民国家 ○ ○ ○

３節 アメリカ合衆国の拡大と国家統合

◎２学期中間考査

11 ４部３章 世界の一体化の進展とアジアの変容 ○ ○

４部４章 世界の一体化の完成とその影響 ○ ○

12 ４部５章 世界大戦の時代 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 ４部６章 戦後の国際秩序と冷戦 ○ ○ ○

５部１章  冷戦の展開と平和の模索 ○ ○ ○

５部２章 グローバル化する国際経済とその課題 ○ ○ ○

５部３章 情報と科学技術によって結びつく世界 ○ ○ ○

５部４章 地球世界の課題と研究 ○ ○ ○

◎学年末レポート課題

評価の方法 定期考査、単元テスト、レポート等提出物を総合的に判断する。

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 科目 単位数 学年 3 指導クラス
教科書（出版社） 高等学校日本史探究 新視点による日本通史とアジア・世界（清水書院）
副教材 新詳日本史（浜島書店）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主
1 4 縄文・弥生・古墳文化 ○ ○

飛鳥・白鳳文化 ○ ○ ○
天平文化 ○ ○

5 弘仁・貞観文化 ○ ○ ○
◎１学期中間考査

5 国風文化 ○ ○ ○
6 院政期の文化 ○ ○

鎌倉文化 ○ ○ ○
7 南北朝期・北山・東山文化 ○ ○ ○

◎１学期期末考査
2 9 桃山文化 ○ ○ ○

寛永期の文化 ○ ○
10 元禄文化 ○ ○ ○

宝暦・天明期の文化 ○ ○
◎２学期中間考査

10 化政文化 ○ ○ ○
11 近代文化 ○ ○ ○

大衆文化 ○ ○ ○
戦時下の文化 ○ ○

12 戦後の文化 ○ ○ ○
◎２学期期末考査

3 1 文化史テーマ学習 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法
・定期考査  ・課題テスト   ・小テスト   ・提出物   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点
 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度
※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。

地理歴史 日本文化史 3 文系選択者



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 地理歴史 科目 世界文化史 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） 新詳 世界史探究（帝国書院）

副教材 最新世界史図説タペストリー

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 古代中国文化①（春秋戦国～漢） ○ ○

古代中国文化②（魏晋南北朝～隋・唐） ○ ○ ○

古代ギリシャ文化 ○ ○

5 古代ローマ文化 ○ ○ ○

◎１学期中間考査

5 古代インド文化 ○

6 イスラームの文化 ○ ○

ローマ=カトリック文化 ○ ○ ○

7 宋・元代の中国文化 ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 明・清代の中国文化 ○ ○  

ルネサンスの時代 ○ ○ ○

10 17・18世紀ヨーロッパ文化①（文学・美術・音楽） ○ ○

17・18世紀ヨーロッパ文化②（科学技術・哲学・政治経済） ○ ○

◎２学期中間考査

10 19世紀ヨーロッパ文化①（文学） ○ ○

11 19世紀ヨーロッパ文化②（美術・音楽） ○ ○

19世紀ヨーロッパ文化③（哲学・政治経済） ○ ○

19世紀ヨーロッパ文化④（科学技術・その他） ○ ○

12 ２０世紀の文化 ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 文化史テーマ学習 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法

・定期考査  ・課題テスト   ・小テスト   ・提出物   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。


